
  

11 月を迎えて、急に外が冷たく感じられ、出かける際には必ず上着を羽織るようになりました。先月ま

で、日中は日差しが強くて帽子をかぶり、暑くて半袖で過ごしていたのが今では嘘のようです。今年の秋

は、急激な気温の変化の影響で、とても体調管理が難しいようです。これから年末にかけて、風邪やインフ

ルエンザ、コロナ、ノロウイルスなど、感染症にかからないように気をつけてください。院長の喜多です。 

研究によると、紅茶に含まれるポリフェノールには、インフルエンザやコロナなどのウイルスに対して、

活性を失わせて感染力を下げる作用があるそうです。また、紅茶のポリフェノールが消化酵素の働きを抑え

ることで、食事中や食後の血糖値の上昇を抑制したり、脂質の吸収を阻害したりすることで、ダイエット効

果があるようです。またその他に、抗酸化作用による肌の老化防止や、血流改善効果で高めの血圧を下げた

り、がんの発症リスクを下げたり、むし歯の原因菌の増殖を抑えるなどの効果があるそうです。これから寒

くなる季節には、暖かい無糖の紅茶を普段より多めに飲もうと思います。（１日３～４杯までが目安です） 

コーヒーや緑茶、紅茶を飲みすぎると、歯の表面が着色することがあります。さらには、飲み物や食べ物

からの色素が、歯の内部の色素沈着の原因になることもあります。前述の歯の表面だけに着色した場合に

は、日頃の歯磨きの際に、着色を除去しやすくする薬剤成分を含む歯磨剤をご利用頂けますと改善出来るこ

とが多いのですが、普段の歯磨きで着色が落ちにくい場合は、歯科衛生士による歯のクリーニングを受けて

頂くことで着色が除去出来ます。後述のように、長い年月をかけて歯の内部にまで色素が侵入し、歯の内部

が変色しているような場合には、認可承認された薬剤（過酸化水素。過酸化尿素含有製品）を用いて、歯科

医療機関で診断の上で行う医療ホワイトニングだけが、歯の内部の色素を分解、漂白することが可能です。

術式としては、①医院で行うオフィースホワイトニング＜上下歯列で約 80 分間＞と、②自宅でマウスピー

スを使用して行うホームホワイトニング＜1日約２時間で 14日間＞と、①と②の両方を行うデュアルホワ

イトニングとの３種類があります。当院ではいずれの術式も受けて頂くことが出来ますので、これから歯の

漂白にご興味を持たれる方は、ご相談からさせて頂きますので、お気軽にスタッフまでお声かけください。 

きた歯科だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～Vol.18６ あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 
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